
OVERWRITE ｜ 開発組織向け AI コンサルティング

開発組織のための

AIネイティブ開発

ご案内パンフ

開発を、速く・高品質に。AIネイティブ開発。

要件定義〜実装〜テスト〜レビューを、AIで貫く。

OVERWRITE ─ 開発組織向けAIコンサルティング

神戸／CTO・テックリード・PMの実務経験

なぜ今、AIネイティブ開発か

採用難と人手不足のなか、開発組織には「より速く、より高品質に」という圧力が高まっています。生成AIを

使ってはいるものの、個人の工夫に依存し、チームの開発プロセスとして仕組み化できていない——そんな現

場は少なくありません。

スピードを優先すればレビュー漏れや手戻りが増え、品質を優先すれば時間が足りない。この板挟みを解くの

が、開発の全工程にAIを組み込むAIネイティブ開発です。

ただし、私たちはまずこうお伝えします。

ツールを入れる前に、まず開発プロセスを整理しましょう。

どの工程に一番時間がかかっているか。AIに任せる所と、人が判断する所はどこか。これがはっきりすれば、

効果の出る導入になります。

OVERWRITE とは

オーバーライト株式会社は、CTO・テックリード・PM・社内SEの実務経験をもとに、開発プロセスの整理

からAIネイティブ開発の導入・定着まで一貫して伴走する、神戸の開発・コンサルティング会社です。

現場に入り込みます。 既存の開発フローを尊重し、貴社の進め方に合わせて組み込みます。



速さと品質を両立。 多層レビューの仕組みで、スピードを上げても品質を落としません。

スポットから継続まで。 PM/テックリード/CTO代行・レビュー支援など、必要な分だけ。

開発で効く場面

実装・コード テスト・レビュー 要件定義・設計 ドキュメント 改修・移行

「全部をAIに」ではなく、ボトルネックから小さく。特に効果が出やすい工程です。

■ 実装・コード生成

雛形/ボイラープレート生成、実装補助、リファクタ支援

■ テスト・レビュー

テストコード生成、多層レビューによる品質チェック、不具合の早期検出

■ 要件定義・設計／ドキュメント

仕様書・設計のたたき台、抜け漏れチェック、README/引き継ぎ資料の自動生成

■ レガシー改修・移行

既存コードの解析・移行・置換の支援

進め方 ─ 3つのステップ

1
整理

開発プロセスを可視化
▶ 2

小さく試す

1チーム・1案件でPoC
▶ 3

定着

チーム標準・ガイドライン化

整理 → 小さく試す → 定着の順で、リスクを抑えながら確実に進めます。

① 整理（開発プロセスの可視化） どの工程にどれだけ時間がかかっているかを棚卸し。AIが効く所、人が判

断すべき所を仕分けます。

② 小さく試す（PoC：1チーム・1案件） 最も効く工程で試行し、速度・品質への効果を実際に検証します。

③ チーム定着 チーム標準・ガイドラインに落とし込み、レビュー体制に組み込みます。教育・運用まで伴走

します。

品質・セキュリティ

スピードを上げても品質を落とさない。ここを仕組みで担保します。

AI生成物は必ず検証: 生成コードはレビュー・テストを通す前提。多層レビューで品質を確保。

機密の取り扱い: 機密コード・顧客データを学習/送信しない構成、クローズド運用も選べます。

ライセンス・権利確認: 生成物のライセンス面の確認手順を整備。



設計判断・リリース判断は、必ず人が持つ前提で設計します。

始め方・お問い合わせ

要件が固まっていない段階こそ、ご相談ください。まずは開発プロセスを一緒に整理するところから。

5万円のAI活用診断：開発プロセス整理＋「どの工程にAIが効くか」のご提案

無料相談：スポット（PM/テックリード/CTO代行・レビュー支援）のご相談も歓迎

「うちのチームは何から？」を、現場の言葉で一緒に考えます。

オーバーライト株式会社（OVERWRITE INC.） 神戸／ Web: overwrite.jp ／ お問い合わせ: overwrite.jp

の問い合わせフォーム

スマホで読み取り → 無料相談へ

overwrite.jp（お問い合わせ・5万円AI活用診断はこちら）

オーバーライト株式会社 overwrite.jp


